
                          

20２３年第3４回十大学ＯＢヨットクラブ対校レース      

         SAILING INSTRUCTIONS 

 
1. 規則 

セーリング競技規則2021-2024（以下『規則』）を適用する。 

 

2. 選手とのコミュニケーション 

大会本部前に設置された公式掲示板に掲示する。海上にて通告を行う場合には、スタート信号艇にL旗 

を掲揚したうえ、口頭で通告する。 

 

3. 帆走指示書の変更 

帆走指示書の変更は、当日の最初のスタート予告信号予定時刻の60分前までに掲示する。レース日程の

変更は、当日の8：00までに掲示する。 

 

4. 陸上で発する信号  

4.1   陸上で発する信号は、新艇庫前に設置された掲揚ポールに掲揚する。 

4.2   回答旗が陸上で掲揚された場合は、レース信号回答旗中の「1分」を「30分以降」と置き換える。 

4.3   音響信号1声と共に掲揚されるD旗は、「予告信号は、D旗掲揚後30分以降に発する。」ことを 

意味する。艇は、この信号が発せられるまで、ハーバーを離れてはならない。 

 

5. 日程 

5.1 レース日程                               

Date   Event   Ti me 

Day1  5月2７日（土） 受付・チャーター艇の抽選 08：00 

開会式・艇長会議 0９：０0 

スナイプ級シニア  第1レース 予告信号予定時刻 10：25 

レーザー級4.7シニア第1レース 予告信号予定時刻 10：30 

スナイプ級シニア  第2レース 予告信号予定時刻 引き続き 

レーザー級4.7シニア第2レース 予告信号予定時刻 引き続き 

スナイプ級フリー  第1レース 予告信号予定時刻 12：55 

レーザー級4.7 ﾌﾘ  ー 第1レース 予告信号予定時刻 13：00 

スナイプ級フリー  第2レース 予告信号予定時刻 引き続き 

レーザー級4.7 ﾌﾘ  ー 第2レース 予告信号予定時刻 引き続き 

懇親会 16:０0-1７:０0 

Day2  5月2８日（日） スナイプ級スーパーシニア・女子 予告信号予定時刻 09：25 

スナイプ級シニア  第3レース 予告信号予定時刻 １0：55 

レーザー級4.7シニア第3レース 予告信号予定時刻 11：00 

スナイプ級フリー   第3レース 予告信号予定時刻 12：25 

レーザー級4.7 ﾌﾘｰ   第3レース 予告信号予定時刻 12：30 

閉会式 15：00 

5.2   スナイプ級フリー、レーザー級４．７フリーの第３レースは、アンダー３０の種目を兼ねる。 

5.3  5月28日の予告信号は、12：55より後に発しない。 

5.4  1つのレースまたは一連のレースが間もなく始まることを艇に注意を喚起するため、最低5分以前に音

響1声とともにオレンジ色旗を掲揚する。 



6. クラス旗                                        帆② 

クラス旗は次の通りとする。 

Class Class flag 

スナイプ級 スナイプ級旗 

レーザー級4.7 レーザー級4.7旗 

 

7. レース．工リア 

レース・エリアの場所をSI  Apendix  Bに示す。 

 

8. コース  

Sl Apendtx C.の見取り図はレグ間の概ねの角度、通過するマークの順序及びそれぞれのマークをどち 

ら側に見て通過するかを含むコースを示す。 

 

9. マーク 

マーク、次の通りとする。 

Marks1,2,3 Starting ＆ Finishing Line Mark  

黄色 円筒形 黄色 円筒形 

 

 

10.  スタート 

10.1   スタート・ラインは、スターボードの端となるレース委員会艇の『オレンジ色旗』を掲げたポールま

たはマストと、スタート・アウトサイド・マークの間とする。 

10.2   スタート信号の4 分以降にスタートする艇は[DNS]と記録される。この項は規則A4 を変更してい

る。 

11. コースの次のレグの変更  

コースの次のレグを変更する為に、レース委員会は、新しいマークを設置し、実行できれば直ぐに元

のマークを除去する。その後の変更で新しいマークを置き換える場合、そのマークは元のマークで置

き換 える。 

 

12. フイニッシュ 

フィニツシユ・ラインはレース委員会艇のオレンジ色旗を掲揚しているポールとフィニツシユ‘マ-

クの間とする。 

 

13. タイム．リミツトと目標時間  

13.1 タイムリミツトと目標時間は次の通りとする。 

タイムリミット マ―ク1  

ターゲットタイム 

フィニッシュウインドウ ターゲットタイム 

４0 10 1０ 30 

目標時間通りとならなくても、救済要求の根拠とはならない。これは、規則62. 1(a)を変更している。 

13.2   先頭艇フィニツシュ後10 分以内、またはタイム・リミツト内いずれか早い方にフィニッシュしない

艇は  DNFと記載される。この項は規則35 とA4 A5を変更している。 

 

14. 抗議と救済の要求 

14.1   抗議書は、レースオフイスで入手できる。抗議及び救済または再審の要求は適切な制限時聞内に提出

しなければならない。 

14.2   抗議締切り時間はその日の最終レース終了後60 分とする。この項は規則62.2 を変更している。 

14.3   審問の当事者であるか、または証人として名前があげられている競技者に通告するために、抗議締切

り時刻後 30 分以内に通告書を掲示する。審問は新艇庫 2 階のプロテスト・ルームで行われ、抗議

締切り時刻前に行われることもある。 

14.4  最終日のレースでは、審問の再開を要求する場合、次の時間内に提出されなければならない。 



 

帆③ 

要求する当事者が前日に判決を通告された場合には抗議締切り時間内。 

要求する当事者がその当日に判決を通告された後30 分以内。この項は、規則66 を変更している。 

 

15. 得点 

15.1   大会の成立には、1 レースを完了することを必要とする。 

15.2   艇は掲示された得点またはシリーズ成績に誤りがあると判断した場合、レースオフィスに準備された

お問い合わせフォームをレース委員会に提出する事で得点及び、成績の訂正を要請する事が出来る。 

15.3   艇の得点は次の通りとする。これは規則A2 を変更している． 

15.4   各種目の順位は実施したレース得点の合計とする。 

    なお、不参加のレースはDNCと記録し、参加しなかった得点（参加艇数＋１点）とする。 

15.5   総合順位はスナイプ級フリー、スナイプ級シニア、レーザー級4.7フリー、レーザー級4.7シニアの

４種目の全ての得点を合計する。 

 

16. 安全規定 

16.1.1  チェックアウトチェックインは以下のとおりとする。 

16.1.2 レースに参加しようとする競技者は、出艇前に出艇･帰着申告所にて『出艇申告書』にサインしなけ

ればならない。 

16.1.3  レースに参加した競技者は、帰着後、抗議締切り時間内に出艇･帰着申告所にて『帰着申告書』にサ

インしなければならない。 

16.2.1  乗員の交代は、申告無しに行うことが出来るが、放送された時刻までに集合場所に集まること。 

16.2.2  乗員の交代は、運営艇もしくは支援艇によって行われる。  

16.3.3  損傷または紛失した装備の交換は、レース委員会の承認なしでは許可されない。交換の要請は、最初

の妥当な機会に行わなければならない。 

 

17. 運営艇の識別  

運営艇の標識は次の通りとする。 

Boat Flag description 

レース委員会艇 白地に青“RC”旗 

プロテスト委員会艇 赤地に白で“JURY” 

レスキュー艇 白字に赤で“RESCUE” 

メディア艇  緑地に白で“MEDIA” 

18. 支援艇 

18.1  艇の支援要員が支援艇を用いる場合は、事前にレース委員会に登録しなければならない。 

18.2  支援艇は、レース委員会艇の運行を妨げてはならない。またレース委員会の要請がない限り、最初に

スタートするクラスの準備信号の時刻からすぺての艇がフィニッシユまたはリタイアするか、または

レース委員会が延期、ゼネラル・リコールもしくは中止の信号を発するまで、艇がレースをしている

エリアの外側にいなければならない。 

18.3  天候その他の事情により、レース委員会は支援艇に曳航の要請をする場合がある。 

18.4  レース委員会信号艇またはレース委員会艇に数字旗8 が掲揚された場合、「すべての支援艇は、レー

スをしているエリアを含む全エリアにおいて、危険な状態にある艇を可能な限り速やかに救助しなけ

ればならない」ことを意味する。 

 

19. ごみの処分  

ごみは支援艇または大会運営艇に渡してもよい。 

                                               

２０．無線通信 

緊急の場合を除き、艇はレース中無線送信と、すぺての艇が利用できない無線通信の受信をしてはなら

ない。またこの制限は、携帯電話にも適用する。 



帆④ 

２１．賞 

レース公示に準ずる。 

 

２２．リスク・ステートメント 

RRS 3には『レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責任は、その艇の

みにある。』とある。大会に参加することによって、それぞれの競技者は、セーリングには内在するリ

スクがあり、潜在的な危険を伴う行動であることに合意し、認めることになる。これらのリスクには、

強風、荒れた海、天候の突然の変化、機器の故障、艇の操船の誤り、他艇の未熟な操船術、バランスの

悪い不安定な足場、疲労による傷害のリスクの増大などがある。セーリング・スポーツに固有なのは、

溺死、心的外傷、低体温症、その他の原因による一生消えない重篤な傷害、死亡のリスクである。 

 

２３．保険 

主催者の方でも障害保険に加入するが、各参加選手は、スポーツ安全保険、または同等の保険に加

入していることを推奨する。 

 

２４、ビブス（ゼッケン） 

    レースに出場する総ての選手は、運営本部から貸与されるビブス（ゼッケン）を必ず着用すること。 

 

Sl  Appendix B  COURSE AREA 

 

 

 

 

 

 

 

Sl  Appendix Ｃ COURSE  ILLUSTRATION 

Start⇒1⇒2⇒3⇒1⇒Finish

45°

ｽﾀｰﾄ
ﾌｨﾆｯｼｭ Start
Finish

90° ｵﾚﾝｼﾞ旗
Orange Flag
青色旗（ﾌｨﾆｯｼｭ時）
Blue Flag（Only at finish)

45°

1

2

3


